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エンジンルームハーネスキット取付け ・ 取扱い説明書

この度は、 Junack 製品をお買い上げいただきましてまことにありがとうございます。
本書はエンジンルームハーネスキットの取扱い、 及び取付け作業について
記載してあります。 取付け前には本書を必ずお読みいただき、 正しい取付けを行って下さい。
本説明書に記載されている分解方法、 イラスト ( 画像 )、 及び作業方法はあくまでも一例です。
車両ごとに脱着方法、 取付け方法が異なりますのでお取付けの際はお車の整備要領書等をご確認の上
車両に適した手順で作業を行って下さい。

ヒューズBOXからの電源取得、およびイルミ部品取付けの際に使用する汎用ハーネスキットです。
お車のヒューズ形式をご確認の上使用して下さい。
付属のヒューズは2Aです。使用する電装品の消費電流を確認して使用して下さい。
(注)ヒューズボックスから電源取得する際は、走行や安全に係るヒューズ端子は使用しないで下さい。
(注)ヒューズ位置によっては本電源ハーネスを取り付けた際にケースフタが閉じなくなるものがあります。
　　 その場合は別のヒューズ位置を使用して下さい。
(注)一部のヒューズは車両履歴にエラーコードが残る場合がありますのでご注意下さい。
(注)イルミ部品等への接続方法やハーネスの配策位置等については、それぞれのイルミ部品等の取付・取扱説明書を参照して下さい。
(注)車両にハーネスを取り付ける際は、他の部品と干渉しないよう、またハーネスに無理な力がかからないよう注意して下さい。
(注)端子部に水がかからないよう、固定位置などに注意して取付けて下さい。

取付け準備作業

この説明書の中で使用されている記号は、次のようになっています。

　　　　　、　　　　　　　、　　 　　　　、　　　　　　　　　のところは、とくにしっかりお読み下さい。

取扱い方法

この用品のために守っていただきたいこと、または知っておくと便利な内容です。

取付け・取扱い方法を誤った、または守らなかった場合、物的損害につながるおそれがある内容です。

取付け・取扱い方法を誤った、または守らなかった場合、傷害につながるおそれがある内容です。

取付け・取扱い方法を誤った、または守らなかった場合、死亡または重大な傷害につながるおそれがある内容です。

１．取付け作業は、安全な場所に車を駐車させ、パーキングブレーキを確実に操作して下さい。

５．オーディオ等の設定をメモしておくと、後の調整がスムーズに行えます。
４．構成部品及び部品数量が取付け説明書通りになっているか、また製品が正常に機能するかを確認して下さい。
３．取付け作業の前に、必ずバッテリーの（－）側コードを外して下さい。また（－）側コードは（＋）側コードと接触しないようにして下さい。
２．取付け作業は、必ずエンジンを停止して行って下さい。

詳しい
取付け方法は

コチラから
取付け動画は

コチラから

推奨準備工具

安全に関する表示

︕ 警告 注意︕ アドバイス注　記

︕ 警告

注意︕

アドバイス

注　記

2026.03.31

●マスキングテープ ●パーツクリーナー●ビニールテープ
　 又は布テープ ●ウエス ●ドリル(3Φ、6Φ)

●検電器

●養生テープ

●ニッパー ●ハサミ●ドライバー（＋） ●圧着ペンチ ●カッターナイフ
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※部品が全てあるか
    確認して下さい。構成部品

1. 電源ハーネス（2A ヒューズ付き）

2. 中間ハーネス

3. ブチルテープ

4. ギボシ端子 ・ スリーブ（オス）

5. ギボシ端子 ・ スリーブ（メス）

6. 結束バンド

7. エプトシーラー

8. PAC クリーナー

9. 製品保証書
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1
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各 4

各 4
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1. ・ ・ ・ ・ ・ 4P

2. ・ ・ ・ ・ ・ 5P

3. ・ ・ ・ ・ ・ 6P

電源ハーネス

中間ハーネス

取付け

目次
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画像 1-1

画像 1-2

1. 電源ハーネス  

画像 1-3

1-1. 車両側電源の確認

1-2. 電源ハーネス

1-3. 電源ハーネスの取付け

必要な電源の種類（IG、 ACC 等）を確認し、
電源ハーネスを接続するヒューズ端子を決定します。

車両側ヒューズを取り外し、
必ず検電器やテスター等で（＋）側端子を確認して下さい。

ヒューズを電源ハーネスに取付けて下さい。

電源ハーネスを車両ヒューズ端子に取付けます。

※リード線が他の部品と干渉しないよう、 注意して下さい。

電源ハーネスのリード線と反対側の端子が、
車両の（＋）側になるよう、 取り付けて下さい。

上段側︓キット付属のヒューズ。
下段側︓車両から外し取り外したヒューズを取り付けます。

・ 走行や安全に係るヒューズ端子は使用しないで下さい。
・ ヒューズ位置によっては本電源ハーネスを取り付けた際に
  ケースフタが閉じなくなるものがあります。
  その場合は別のヒューズ位置を使用して下さい。

リード線

（＋）側

上段︓キット付属のヒューズ

下段︓車両から取り外したヒューズ

注意︕

一部のヒューズは車両履歴に
エラーコードが残る場合がありますのでご注意下さい。

注意︕

こちら側の端子が必ず（＋）になるよう取り付ける

ヒューズ位置によっては本電源ハーネスを取り付けた際に
ケースフタが閉じなくなるものがあります。
その場合は別のヒューズ位置を使用して下さい。

注　記
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画像 2-1a

画像 2-1b

2-1. 中間ハーネス負荷側端子

中間ハーネスの線色は以下のようになっています。

ランプ等を取り付ける端子を確認して下さい。
本キットの中間ハーネスには防水コネクタが取り付けてあります。
必要に応じコネクタをカットし、 ギボシ端子等に変更して下さい。

不要なコネクタは防水処理を行うか、
カットしてショートしないよう処理して下さい。

図を参考に、 1/4 にカットした付属のブチルテープを貼り付けます。
ブチルテープの端部をコネクタ側面に巻き付け、
ブチルテープ部にビニールテープを巻いて保護して下さい。

　　黒︓アース側
　　赤︓（＋）側

コネクタに防水処理を行う場合

2. 中間ハーネス

防水コネクタ（キット標準）

キット付属のギボシ端子を取り付けた状態

画像 2-1c

画像 2-1d

必要に応じ防水コネクタをカットし、 ギボシ端子などを取り付けて下さい

必要に応じ防水コネクタをカットし、 ギボシ端子などを取り付けて下さい

・ コネクタの端子面にはブチルテープを圧着しないようにして下さい。
　ブチルテープが端子内に入り込み、 除去しづらくなります。
・ ブチルテープはコネクタ勘合爪にかからないように
　巻きつけて下さい。
・ 本ハーネスに後から別部品を追加する場合は、
　ブチルテープを完全に除去してからコネクタ接続して下さい。
　ブチルテープが残っていると接触不良の原因になります。

注　記
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画像 3-1a

画像 3-1b

3-1. 車両部品の加工とプラス側ハーネスの接続

電源ハーネスを取り付けたヒューズボックスのフタに、
ドリル等でΦ6 の穴をあけます。
穴をあける際は、
各ハーネスに干渉や無理な力がかからない位置を選定して下さい。
穴あけ後は、 必ずヤスリ等でバリ取りを行って下さい。

中間ハーネスのギボシ端子を穴に通して下さい。
この際、 ヒューズボックス内に取付けた
電源ハーネスと接続できる長さを確保して下さい。

1/2 にカットした付属のブチルテープで、
ヒューズボックスの穴をシールして下さい。
シールした後は、 付属のエプトシール等でブチル部を保護して下さい。

アース端子は、 車体アースが取れるボルト等と共締めして下さい。

中間ハーネスのギボシ端子と、
電源ハーネスのギボシ端子を結線します。

ハーネスを噛みこまないよう注意しながら、
ヒューズボックスカバーをもとに戻して下さい。

3. 取付け

画像 3-1c

画像 3-1d

画像 3-2a

Φ6 穴

注　記

ギボシ端子の保護スリーブが確実に勘合していることを
確認して下さい。 ショート等の原因になります。

3-2. アース端子の取付け
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3-3. 各部品の取付け

中間ハーネスにランプ等を接続して下さい。
端子部に水がかからないよう注意しながら他の部品に干渉しないよう、
各部ハーネスを車両に固定して下さい。
取付けた部品の動作確認、
および車両各機能の動作確認を行って下さい。

3. 取付け


